
4

そうじゃ  議会だより

5

商
工
会
議
所
、
県
立
大
学
の
先

生
等
関
係
者
が
集
ま
り
、
活
用

方
法
、
耐
震
化
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
問
題
を
含
め
て
協
議
し
て

い
る
。
活
用
策
を
早
く
取
り
ま

と
め
、
８
月
に
は
県
に
改
修
等

協
力
を
要
望
し
た
い
。

	

（
教
育
長
）

◇

　
こ
の
ほ
か
、
環
境
へ
の
対
応

に
つ
い
て
質
問
し
て
い
ま
す
。

な
状
況
と
思
う
。
単
独
空
調
設

備
は
計
画
的
に
改
修
し
た
い
。

❷
今
年
度
３
階
の
展
示
ホ
ー
ル

の
改
修
を
計
画
し
て
い
る
。
図

書
館
本
来
の
機
能
が
あ
り
、
大

規
模
改
修
は
で
き
な
い
が
、
文

化
活
動
の
発
表
の
場
、
書
道
作

品
展
示
会
等
に
利
用
し
て
い
る

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
連
携
し
て

使
用
で
き
る
設
備
に
し
た
い
。

❸
昨
年
11
月
以
降
、
文
化
協
会
、

同
数
の
集
客
と
な
り
、
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
も
つ
な
が
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

❷
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
、

生
活
の
快
適
性
を
目
的
に
平
成

12
年
度
か
ら
新
本
新
庄
地
区
で
、

平
成
15
年
度
か
ら
は
山
田
地
区

を
加
え
て
事
業
を
進
め
た
。
建

設
コ
ス
ト
縮
減
の
た
め
、
管
路

構
造
を
見
直
し
た
工
法
等
を
採

用
し
、
費
用
対
効
果
を
高
め
、

当
初
計
画
事
業
費
を
約
２
割
下

回
る
見
込
み
と
な
っ
た
。
環
境

面
に
寄
与
す
る
た
め
、
今
後
も

接
続
率
の
向
上
に
努
力
し
た
い
。

	

（
市
長
）

文
化
施
設
に
つ
い
て

問
❶
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
利

用
が
多
い
が
、
場
所
が
狭

い
。
空
調
設
備
、
拡
張
の
余
地

な
ど
の
充
実
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

❷
図
書
館
の
３
階
ス
ペ
ー
ス
は

ど
う
活
用
す
る
の
か
。

❸
県
が
廃
止
す
る
吉
備
路
郷
土

館
の
活
用
に
つ
い
て
、
そ
の
後

の
進
展
は
ど
う
か
。

答
❶
平
成
20
年
度
の
利
用
率

は
81
・
７
％
で
あ
る
が
、

公
民
館
と
の
利
用
状
況
を
考
え

る
と
、
今
以
上
の
拡
充
は
困
難

ー
リ
ン
グ
で
行
政
改
革
の
事
業

計
画
に
反
映
し
な
が
ら
実
行
に

変
え
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

コ
ス
ト
削
減
、
効
果
を
計
画
段

階
で
検
討
し
た
い
。
砂
川
公
園

管
理
を
指
定
管
理
者
へ
移
行
し

た
目
的
は
、
経
費
削
減
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
で
あ
り
、
経

費
面
で
は
約
２
８
０
万
円
の
削

減
、
利
用
者
数
は
２
万
人
前
後

で
横
ば
い
。
経
費
削
減
で
ほ
ぼ

〈〈
笠

原

武

士
〉〉

事
業
評
価
に
つ
い
て

問
❶
ど
の
よ
う
な
項
目
で
事

業
評
価
を
し
て
い
る
の
か
。

砂
川
公
園
の
指
定
管
理
者
導
入

に
つ
い
て
、
当
初
計
画
と
現
実

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

❷
新
本
新
庄
と
山
田
地
区
の
農

業
集
落
排
水
施
設
の
整
備
を
行

い
、
管
埋
設
は

残
っ
て
い
る
も

の
の
建
物
本
体

は
ほ
ぼ
完
成
し
、

運
用
し
て
い
る

が
、
当
初
計
画

と
現
状
の
実
施

状
態
の
差
に
つ

い
て
ど
う
か
。

答
❶
平
成
20

年
度
か
ら

各
係
１
つ
の
数

値
目
標
を
掲
げ

て
事
務
事
業
の

見
直
し
、
改
善
、

点
検
に
取
り
組

み
、
３
年
の
ロ

　
こ
の
ほ
か
、バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

券
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
ま
す
。

う
状
況
で
あ
る
。

	

（
保
健
福
祉
部
長
）

◇

農業集落排水処理施設の新本新庄・山田浄化センター

東
阿
曽
交
差
点
の
安
全
は
ど
う

か
。
照
明
、
横
断
歩
道
等
安
全

施
設
の
整
備
、
信
号
機
の
設
置

に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

問
❶
東
阿
曽

バ
イ
パ
ス

の
整
備
状
況
、

足
守
川
へ
の
架
橋
、
本
市
側
、

岡
山
市
側
の
今
後
の
工
事
計
画

は
ど
う
か
。

❷
現
在
三
差
路
と
な
っ
て
い
る

一般県道総社足守線（東阿曽）

〈〈片 岡 茂 夫〉〉
一般県道総社足守線について

系
の
課
題
、
問
題
点
の
整
理
を

行
っ
た
。
国
が
Ｌ
Ｒ
Ｔ
枠
で
ど

の
地
区
を
選
定
す
る
か
分
か
ら

な
い
が
、
い
つ
で
も
市
が
対
応

で
き
る
よ
う
、
今
年
度
予
算
に

に
交
通
戦
略
基
本
構
想
作
成
業

務
委
託
料
を
計
上
し
た
。
岡
山

市
の
動
向
、
吉
備
線
分
断
の
是

非
等
、
今
後
の
あ
り
方
を
準
備
、

調
査
検
討
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

	

（
市
長
）

教
育
行
政
に
つ
い
て

問
❶
教
育
委
員
長
に
就
任
し

て
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
、
抱
負
は
ど
う
か
。

❷
教
育
委
員
会
制
度
に
は
矛
盾

が
多
い
。
名
誉
職
的
な
委
員
で

な
く
、
教
育
改
革
に
は
熱
意
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

本
当
に
教
育
委
員
会
は
必
要
か
。

答
❶
責
任
の
重
さ
を
認
識
し

て
い
る
。
幅
広
い
分
野
か

ら
教
育
委
員
が
選
任
さ
れ
て
お

り
、
高
所
大
所
か
ら
の
意
見
を

委
員
長
と
し
て
取
り
ま
と
め
つ

つ
、
教
育
問
題
を
考
え
、
教
育

行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

今
後
も
子
ど
も
の
た
め
に
、
総

社
市
の
未
来
の
た
め
に
、
教
育

の
充
実
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

❷
教
育
委
員
会
は
、
教
育
の
政

れ
も
県
の
管
理
で
あ
る
の
で
、

今
後
、
県
に
強
く
要
望
し
て
い

き
た
い
。

❷
国
道
１
８
０
号
と
の
交
差
部

か
ら
Ｊ
Ｒ
吉
備
線
ま
で
の
約
１

㎞
に
わ
た
る
砂
川
で
、
伐
木
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

が
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後

の
管
理
は
県
事
業
の
地
元
の
ア

ダ
プ
ト
事
業
と
し
て
住
民
の
善

意
で
実
施
し
て
い
た
だ
く
予
定

で
あ
る
。
そ
の
先
も
同
様
に
管

理
が
な
さ
れ
る
環
境
が
整
え
ば
、

伐
木
浚し

ゅ
ん
せ
つ

渫
の
計
画
が
さ
れ
る
よ

う
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
環
境

が
整
わ
な
け
れ
ば
、
危
険
箇
所

か
ら
順
次
整
備
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。	

（
市
長
）

存
続
す
る
こ
と
を
条
件
に
固
定

資
産
税
を
３
年
間
免
除
す
る
支

援
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
現
体
制
を
維
持
し
て
く
れ

る
善
良
な
業
者
が
入
札
し
て
く

れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
落
札

者
が
い
な
い
場
合
は
、
市
の
参

入
の
可
否
に
つ
い
て
議
会
と
相

談
し
た
い
。

❷
平
成
20
年
10
月
に
総
合
交
通

体
系
調
査
研
究
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
市
内
の
交
通
体
系
の
あ

り
方
、
地
域
交
通
、
生
活
の
足

確
保
な
ど
を
検
討
し
、
吉
備
線

Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
を
含
む
市
内
交
通
体

水
害
が
心
配
さ
れ
る
。
土
砂
が

堆
積
し
、
水
の
流
れ
も
悪
く
、

雑
草
や
雑
木
も
生
い
茂
り
、
清

掃
や
浚

し
ゅ
ん
せ
つ渫

が
必
要
と
思
う
が
考

え
は
ど
う
か
。

❷
砂
川
は
50
年
前
と
比
べ
て
雑

草
、
雑
木
で
覆
わ
れ
、
と
て
も

川
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

昔
の
き
れ
い
な
砂
川
の
風
景
に

戻
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

答
❶
現
在
、
足
守
川
の
改
修

は
計
画
さ
れ
て
い
な
い
。

血
吸
川
も
今
年
度
に
１
０
０
ｍ

程
度
の
護
岸
工
事
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
毎
年
順
次
実
施
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず

る
た
め
、
現
在
の
業
務
形
態
で

通
量
が
増
え
た
場
合
、
安
心
・

安
全
の
確
保
は
重
要
な
問
題
で

あ
り
、
完
成
後
は
県
が
横
断
歩

道
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
信
号
機
や
道
路
照
明
に

つ
い
て
も
今
後
、
県
へ
強
く
設

置
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

❸
県
で
は
、
現
在
阿
曽
幼
稚
園

以
西
の
整
備
計
画
は
な
い
が
、

既
に
期
成
会
が
解
散
し
て
お
り
、

今
後
、
市
単
独
で
強
く
要
望
し

て
い
き
た
い
。	

（
市
長
）

足
守
川
、血
吸
川
、砂
川
の

環
境
と
水
害
に
つ
い
て

問
❶
足
守
川
、
血
吸
川
で
は

護
岸
工
事
が
遅
れ
て
お
り
、

答
❶
ウ
ェ
ル

サ
ン
ピ
ア

の
客
室
数
、
レ

ジ
ャ
ー
プ
ー
ル

な
ど
に
よ
る
集

客
能
力
を
失
う

の
は
、
本
市
に

と
っ
て
痛
手
。

現
在
は
Ｒ
Ｆ
Ｏ

（
年
金
・
健
康

保
険
福
祉
施
設

整
理
機
構
）
の

支
配
下
に
あ
る

が
、
本
市
と
し

て
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
協
力
す

❸
阿
曽
地
区
の
幹
線
道
で
あ
り
、

こ
の
道
の
未
整
備
が
阿
曽
の
発

展
を
遅
ら
せ
て
い
る
要
因
で
も

あ
る
。
阿
曽
幼
稚
園
か
ら
西
へ

向
け
て
の
拡
幅
工
事
は
い
つ
ご

ろ
で
き
る
の
か
。

答
❶
平
成
17
年
度
に
着
手
し
、

本
市
分
は
一
部
用
地
買
収

が
で
き
て
い
な
い
箇
所
を
除
き
、

東
阿
曽
の
三
差
路
ま
で
工
事
を

終
了
し
て
い
る
。
そ
の
東
か
ら

足
守
川
の
行
政
境
ま
で
は
架
橋

を
含
め
て
県
が
施
工
。
さ
ら
に

東
の
国
道
４
２
９
号
ま
で
の
間

は
岡
山
市
に
強
く
要
望
し
た
い
。

❷
こ
の
道
路
が
幹
線
化
し
て
交

〈〈
渡

邊

繁

雄
〉〉

市
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

問
❶
岡
山
厚
生
年
金
休
暇
セ

ン
タ
ー
（
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ

ア
岡
山
）
が
売
却
さ
れ
る
が
、

存
続
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う

か
。
行
政
と
し
て
こ
の
施
設
を

取
得
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

❷
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
は
岡
山
市
や

国
土
交
通
省
等
と
の
交
渉
協
議

が
必
要
だ
が
、
そ
の
後
ど
の
よ

う
に
検
討
し
て
い
る
か
。

入札が行われた岡山厚生年金休暇センター


